


  

　厚生労働省からつぎのような回答がありました。

「来年度の予算編成の作業が大詰めで、情報管理に気を使う時期で

もあり、十分な回答ができないかもしれないが、理解してほしい。

『放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準』（以下、

「省令基準」）と『放課後児童クラブ運営指針』（以下、「運営指

針」）を策定し、２０１５年度から本格施行となった。まずは、「

省令基準」や「運営指針」に書かれている中身について、広く周知

していくことが大事だと考えている。解説書の作成はそのためのひ

とつ。予算は潤沢ではないが、担当課として予算確保に努める。応

援してもらえるとありがたい」。

【保育料の減免について―国として保育料の減免制度創設を】
　現在の仕組みは、個人給付でなく、市町村が行うクラブ単位の補

　助事業。利用料の議論を始めようとすると、全国的に保育料の実

　態がさまざまであることと、所得の多い人の利用料をどうするか

　ということとセットで考える必要がある。

【補助金繰越金の取り扱いについて】
　厚生労働省としては、施設整備のための資金や年度当初の運転資

　金のために積立金が必要なことは認識しており、積立金の扱いは

　市町村やクラブの判断で、その判断を尊重するべきと考え、会計

　検査院に伝えている。会計検査院から「それでよい」と確約はも

　らっていないが、投げかけて、それへの見解を先方が示してこな

　いということは厚生労働省の見解を容認したということと理解し

　ている。（全国連協が「『厚生労働省はこう説明している』と市

　に伝えていいですか」と質問すると）いいです。

【指導員は、ローテーション勤務でもいいのか？】
　「ローテーションではいけない」とまでは明記していないが、「

　運営指針」に書かれたとおり。「運営指針」に書かれたことを活

　用して、そもそもの趣旨から考えてほしい。

【施設の確保について―幼稚園施設改修費用も補助対象に】
　「補助対象とはならない」とは示していない。学校施設と同様、

　その幼稚園施設が国庫補助を受けて建設したものであれば、転用

　したのち、市町村から文部科学大臣に対して「財産処分」の手続

　きが必要。

【「支援の単位」について】
　「省令基準」の策定が、にわかにその解決につながるとは考えて

　いないが、「放課後児童クラブ設置促進事業」を活用してほしい

　。集団の規模を「おおむね４０人以下」と定めた趣旨については

　「運営指針」にメッセージとして込めた。

［地域からの発言］
▼障害児加算が、結果として年間を通して障害児に利用がなか
　った場合でも補助対象となることが、2016年10月19日で内閣
　府子ども・子育て本部が発出した「自治体向けＦ＆Ａ」で示
　されたことを歓迎している。
▼「放課後児童支援員認定資格研修事業」と現任研修の両方を
　県連協が立ち上げた一般社団法人が受託している。2016年度
　は10回開催し、1200名の指導員が受講した。認定資格研修と
　現任研修をリンクさせたことは効果的に作用している。県内
　には「放課後児童支援員等処遇改善等事業」の補助金を受け
　た自治体も多いが、「18時半を超えて事業を行う者」を補助
　対象としたことが補助を受け取れない要因になっていること
　があり、地域特性を勘案してほしい。また、「賃金改善経費
　を含む当該常勤職員を配置するための経費の上乗せ」分は、

 

【学童保育の大規模化と待機児童数の増加について】
▼子ども・子育て支援事業計画を立てるにはあたっては、「少
　子化の流れで、子どもの数は減るのだから、学童保育も増や
　さなくてもよいのではないか」という認識も少なからずあり
　、大規模化の解消、待機児童ゼロの実現がむずかしい。
・子ども・子育て支援事業計画は、毎年度点検・評価し、公表する

　ことになっている。また、計画に定めた量の見込みと実際の認定

　状況に乖離がある場合等は、中間年を目安として計画を見直すこ

　とにもなっている。柔軟に計画を修正してもらいたい。優先度は

　保育のほうが高くなりがちだが、現在は過渡期だと考えてほしい

　。２０１６年度補正予算に、「放課後児童クラブの前倒し整備」

　として、国庫補助率のかさ上げが行われた。地方負担がなくなっ

　た分で、ワンショット、一回きりででも県の単独事業を予算化し

　てほしい。ぜひ、この機会を活用してもらいたい。

●厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課少子化総合対策室

　　　　　　 　　 　室長補佐／健全育成係長／健全育成係員

 ●内閣府子ども・子育て本部
　　　　　　　参事官 （子ども ・ 子育て支援担当） 付事業第 1 係長
　　　　　　　参事官 （子ども ・ 子育て支援担当） 付企画官

 ●文部科学省生涯学習政策局社会教育課地域・学校支援推進室
　　　　　学校地域連携 ・ 協働推進プロジェクトチーム放課後子供総合
　　　　　プラン連携推進係

【「放課後子ども総合プラン」について】
▼「放課後子ども総合プラン」においては、「放課後子供教室
　は毎日開催する事業ではないこと」「放課後子供教室はすべ
　ての児童を対象とするものなので、放課後児童クラブの子ど
　もたちも参加できるようにしていきたいこと」「放課後児童
　クラブの『生活の場』としての機能を維持することが大事で
　あると考えていること」など、放課後児童クラブと放課後子
　供教室の「連携」「一体型」のあり方についての文部科学省
　の認識が継承されていることの確認と、地域での現状と要望
　を伝えました。

〔放課後から午後5時までの実施だが、延長利用負担金として、
　別途月額3,500円を支払うと午後６時まで延長が可能である。
　この場合の取り扱いは？〕
　その場合は、市町村の独自事業となる。

〔「全児童対策事業」では、実態として一体化されて運営され
　ている。放課後子供教室にも基準が必要。〕
　放課後子供教室に一律の基準が必要かどうかは検討課題。本日の

　話をふまえて、調べてみたい。

▼放課後子供教室を250日以上実施している事例、学童保育と放
　課後子供教室の研修がいっしょに行われている事例を説明。
「生活の場を保障する」ということを説明。
　「共同活動」はいっしょでもいいと思うが、基本は別と考える。

② 
１２月７日全国連協による、厚生労働省・内閣府・文部科学省への要請行動

政府・各省の来年度予算編成時期にあわせて、全国連協をはじめ、全国各地から計24名で厚生労働省雇用
均等・児童家庭局総務課少子化総合対策室との懇談会と各省庁への要請がもたれました。（その要約です）

　受け取った補助金のうち、賃金改善に十分にまわらないケー
　スも生まれている。補助金のうち、賃金改善経費とする金額
　に制限をかけることはできないか。
▼県内では、非常勤職員の賃金改善経費の上乗せ分が予算化さ
　れた。各学童保育で、月額１1万円アップ。パート職員も時
　給20円アップし、自主研修にも参加してもらえるようになっ
　た。保育にあたるうえで共通認識が生まれ、とてもよろこば
　れている。別の市では、2017年度予算に組み込んで財務折衝
　中。その一方で、いつまで続く事業なのか見通しが持てない
　ことへの不安の声も上がっている。
　　　　　　　　　　↓
　使いやすい事業になるよう工夫していきたい。



 

 

・お話しを聞きながら、身近な子ども
　たちにあてはめてとらえ、考えるこ
　とができました。私は現在、ＡＤＨＤ
　の子を子ども園で見ており、ここ最
　近その子の行動がひどかった時期に
　戻りつつあり、どう声かけするか悩
　んでいるところでした。福元先生の
　お話しを聞いて、その子が過ごしや
　すい場をいかに作っていくか、まわ
　りのケアとともにもう一度考え、力
　を入れすぎないようにその子自身と
　向き合っていきたいと思いました。

③

・学童で働くにおいて大切なことは何　
　か、自分が今どうするべきかを学ぶ
　事ができて、これからの目標が明確
　になって気持ちがスッキリした。子
　どもの話を入れながら話して下さる
　ので、とてもわかりやすかった。
・余裕がなく間違ったかかわりをしてい
　たこともあったと反省しました。子
　どもの気になる行動にある意味を考
　えて、かかわっていくようにしてい
　きたいと思いました。気になる子ど
　もより、集団に働きかけるというの
　も知ることができて良かったです。　
　具体的な例を出してのお話しで、と
　てもわかりやすかったです。
・とても興味深く拝聴しました。お話し
　の中で、「あの子」「この子」と実際
　に思い浮かべて考えさせられました。
　自らの学童期のことはなど思い出し
　ていました。「自分でていもいいんだ」
　と思える学童に成長していけたらい
　いな、と思っています。そのめたに
　学ぶべきこと、考えるべきことはま
　だまだたくさんあると気づかされま
　した。子どもたちに「大好き」と思っ
　てもらえる大人になりたいものです。
・20 年程前になるでしょうか、出水の「つ
　るん子教室」で何回か先生のお話を
　聞く機会があり、今日は本当に楽し
　みにして出水から来ました。とても
　勉強になり、明日からの励みにもな
　りました。
・最初に私は自閉症とおっしゃったこと
　に正直、びっくりしました。講座の
　中で、自己肯定感は、自信でなく安
　定感ということも納得できました。　
　まだまだ、もっと話しを聞きたかっ
　たです。
・ぜひ受けてみたい講演でした。「気に
　なる子ども」に対して日々考えなが
　ら接していますが、理解が足らない
　部分も多く、悩むことも多々ありま
　す。＜３．気になる行動を科学する＞
　というお話しが大変印象的でした。　
　私の中にも「気になる子ども」と重
　なる（共感できる）部分は意外とお
　おのだな…と思うと、もっと楽に接
　することができるような気がします。
　もっともっとお話しが聞きたかった
　ので、来年度もぜひお願いしたしま
　す。
・どのようなことに困っているのか、私
　たちにどのようなことができるのか、
　学ぶことができました。その子（困っ
　ている子）に対し、援助しようとす
　ることが多かったのですが、周りを
　変えていくこと、本人は自分で成長
　していくことなど、自分の考えをあ
　らためていこうと思います。

 
 
2016 年 11 月 23 日と 27 日鹿県児童クラブ連絡会　2016 ブロック指導員研修会　アンケート（要旨）

　「気になる子どもへのかかわり方」　　福元　巧さん講演会
　・市町村名　　薩摩川内市（３９）　霧島市（９）　日置市（４）　南九州市（５）　指宿市（５）　枕崎市（１）

　　　　　　　　南さつま市（１）　いちき串木野市（８）　出水市（１０）　さつま町（１）　志布志市（２）

　　　　　　　　肝付町（１）　錦江町（１）　奄美市（３）　徳之島町（１）　不明（２）

　　　　初めて参加した（３８）　　参加したことがある（３７）

■基調講演（福元　巧さんの講演）
　は、いかがでしたか？
・「僕は、自閉症スペクトラムです」と
　いう、初めての言葉に少しびっくり、
　今までのこのような教育関係のお話
　しで、こんな切り口の講演は初めて
　でした。それをさらりと笑いで、と
　らえながらお話し、良かったです。
・実際の子どもたちのことを交えながら
　のお話しで、とても分かりやすかっ
　た。自分たちがよく行っているアド
　バイス、支援をもう少し考え直して
　いかなくてはならないと感じた。自
　分たちは、子どもの失敗をフォロー
　しています。失敗しないよう手をさ
　しのべてしまいます。そのあたりの
　認識から考えを改め、子どもたちが
　自分で何かをしなくてはならない気
　持ちを育てて、見守っていかなくて
　はと感じました。
・すべてのレジメの項目、興味深いお話
　しばかりでした。自分自身では少し
　は子どもたちを理解しているつもり
　でしたが、間違ってとらえていたり、
　大人の価値観をおしつけた部分も　
　多々ある事も感じました。
・毎回楽しみにしております。初心に　
　戻って、また自分のサポートのあり
　方、子どもの関わり方への再確認し
　ております。（・子どもたちの中から
　の活動の大切を今年度勉強しまし　
　た。・集団を育てることで「気にな
　る子」「困った子」が、全体が育って
　いくこと、さらに自分たち、支援員
　の成長もあるということ。）
・理解しやすく、聞いていて共感できる
　お話しでした。自分のなかで、これ
　でいいのだろうか？　と思いながら
　過ごしている日々なので、本日来る
　ことができてよかったです。
・福元巧さんの講演を今日初めて拝聴し
　て、とてもおもしろく、また内容も
　分かりやすくて勉強になりました。　
　発達障害についての種類や特徴など
　を理解しやすかったです。また、学
　習サポート（タブレットを持ち込む
　等）の仕方などについても、ＬＤの子
　たちにはすごく良いことだなと思い
　ました。
・大変分かりやすく、勉強になる講演で
　した。今日感じ取った事を大切にし
　て、また子どもたちと向き合ってい
　こうと思います。
・障害のある子どもの前にひとりの子ど
　もである。私たちにもある事、とい
　う言葉が重かったです。理解しやす
　くお話しをしていただき、大変勉強
　になりました。

■今回の研修講座で印象に残ったこ
　とは、どんなことですか？
・子どもの行動は、その子の感情の行動
　化、一番困っているのはその子、本
　人というとらえ方に共感。明日から
　の学童の子どもたちとの関わりを考
　える前向きなとらえ方ができそうで
　す。
・失敗は発達の権利だということを学ん
　だので、子どもたちに失敗してもい
　いんだよ、どんどん失敗しよう、そ
　れを一緒に考え、子どもたちの成長
　につなげていけたらと思います。
・子どもたちの感情に共感する大切さ　
　が、失敗することの大事さがよくわ
　かりました。
・子どもたちと共感することを大切にし
　ていきたい。トラブルがよく発生し
　ますが、仲立ちとなって子どもたち
　と接するようあらためていきたいで
　す。計画を立てる時は、いくつかの
　パターンを用意して子どもを不安に
　させないようにしたい。
・失敗は発達のための権利で、失敗で論
　理性が育つ。トラブルは集団づくり
　のチャンスは、個々に話しを聞いて
　思いを伝える。皆で考えることも大
　事。
・「気になる行動」は、実は私たちが持っ
　ている気持ちや悩みと同じではない
　か！？」という部分は、共感してあ
　げられることが増えるのではないか、
　もっと子どもの気持ちに寄り添って、
　考えられるのではないかと思いまし
　た。

■今後、どんな研修会に参加してみ
　たいですか？
・集団あそびの実践。
・地域の学童員の方々と交流や意見交換
　の場を持ちたいです。
・子ども同士のトラブル対応について知
　りたいです。
・保護者とのかかわり方（支援員の立ち
　位置？　どのようなことまで話して
　いいのか）　支援員同士の連携（役割
　分担、話し合い、円滑に活動するた
　には必要なこと）　子どものトラブル
　への対応（けんか、仲間はずれなど）



④

　２０１６年１０月２９日、３０日の両日、愛知県で開催した第５

１回全国学童保育研究集会には、４４都道府県から、４７０７名の

参加がありました。

　金城学院大学で開催した分科会では、３１のテーマ、５３教室に

分かれて交流・学習しました。

「同じような悩みを抱えている方がたくさんいると知るだけでも不

安が少し和らぎます」「子どもの気持ちを大切したいと考えて、日

々がんばっている指導員の方々が全国にたくさんいらっしゃること

がわかってうれしくなりました」「ここに来るだけで元気になる。

帰って、またがんばっていけると思います」などの感想がたくさん

寄せられています。（集会の詳細は、『日本の学童ほいく』2017年

２月号の特集にて紹介されています。）

 

 

　２０１６年１０月２８日、全国学童保育連絡協議会は愛知県

名古屋市内で、今年度（２０１６年１０月から２０１７年１１

月まで）の定期総会を開催しました。総会では、２０１５年度

の活動報告、決算報告が行われ、会計監査報告を受けた後、い

ずれも承認されました。

■今年度の重点課題
○ 「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」

　と「放課後児童クラブ運営指針」を足がかりに、学童保育の

　量的・質的拡充を図り改善を進める。

○ 学童保育の役割と指導員の仕事を確立する。

○ 職務にふさわしい資格要件の確立と養成制度の抜本的改善

　を求める。

○ 「子どもを真ん中に」、保護者と指導員の協働による学童

　保育づくりを進める。

○ 連絡協議会の組織強化にとりくみ、父母会（保護者会）活

　動の活性化の道を切り開く。

○『日本の学童ほいく』の活用と普及拡大を進める。

○ 東日本大震災で被災した学童保育への支援を進める。

○ 「平成２８年熊本地震」からの復興を支援する

　また、第５２回全国学童保育研究集会を、２０１７年秋に兵

庫県で開催することが決定しました。

 全国学童保育連絡協議会ニュースから

●2016年度定期総会＆第51回全国学童保育研究集会報告

  
2016年度定期総会＆活動方針

  4707名が参加！ 
第51回全国学童保育研究集会in愛知

　私は、本年度４月より学童保育に携わるようになり、

今回が初めて全国学童保育研究集会に参加させていただ

きました。

　この研究集会が第５１回目だということを聞き、ずい

ぶんと前から学童保育についての議論がなされ、勉強さ

れてきたんだなぁと、歴史ある会であることに身の引き

締まる思いでした。

　全体会での愛知県体育館は７千人もの人々が集い、愛

知県学童保育協会の方々の熱いおもてなしを感じました。

　また、分科会で私は、河野伸枝先生のもと「学童保育

の役割と大切にしたいこと」と題し、指導員として大切

にすべきことを学ぶことができました。河野先生の長年

の実績から学ぶことが多く、「子どもたちが安心、安全に

過ごすには」という言葉を何度も繰り返しおっしゃられ

たことで、学童が子どもたちにとってどんな場所である

かに気付かされました。更に、「保護者との関わり」や「指

導員同士の連携」についても深く考えさせられました。

　そのためには、日々の記録の大切さや職員間の事例検

討など、自分自身が学び続けることが大切さを骨身に感

じました。

　本当に多くを学べた研修となり、今後の実践に活かし

たいと思いました。

 

「全国学童保育研究集会に参加して」

高山学童クラブ　　原口　はづき

  
  放課後児童健全育成事業の事務手続きに関する留意事項 （2016年9月20日厚労省・課長通知から）

優先利用の基本的考え方について

　2016年９月２０日、厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課少

子化総合対策室健全育成係は、課長通知「放課後児童健全育成事

業の事務手続きに関する留意事項について」を各都道府県宛てに

発出しました。

　この通知には、「優先利用の基本的考え方について」「放課後

児童健全育成事業に関する情報収集及び利用手続き等について」

が記載されています。

■優先利用の基本的考え方について

　今回の課長通知で示された、「優先利用の対象として考えられ

る事項についての例示」はつぎのとおりです。

　①ひとり親家庭（※母子及び父子並びに寡婦福祉法に基づく配

　　慮義務がある）

　②生活保護世帯（就労による自立支援につながる場合等）

　③主として生計を維持する者の失業により、就労の必要性が高

　　い場合

　④虐待又はＤＶのおそれがあることに該当する場合など、社会

　　的養護が必要な場合

　⑤児童が障害を有する場合

　⑥低学年の児童など、発達の程度の観点から配慮が必要と考え

　　られる児童

　⑦保護者が育児休業を終了した場合

　⑧兄弟姉妹（多胎で生まれた者を含む。）について同一の放課

　　後児童クラブの利用を希望する場合

　⑨そのほか市町村が定める事由

※このほか、保護者の疾病・障害の状況や各世帯の経済状況（所

　得等）を考慮することも考えられる。

※また、市町村の判断により、人材確保・育成や就業継続による

　全体へのメリット等の観点から、放課後児童支援員等の子ども

　の利用に当たって配慮することも考えられる。

※併せて、保育士、幼稚園教諭、保育教諭の子どもの利用に当た

　って配慮することも考えられる。


